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第
二
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三
号 

 

平
成
三
十
年
九
月 

 
   

 

「
病
診
連
携
に
よ
る 

在
宅
医
療
へ
の
取
り
組
み
」 

倉
敷
中
央
病
院 

地
域
医
療
連
携
・
広
報
部 

十
河
浩
史 

県
南
西
部
医
療
圏
の
人
口
は
七
十
一
万
人
、
高

齢
化
率
二
十
九
・
一
％
と
な
っ
て
い
ま
す
（
第
八

次
医
療
計
画
）
。
当
院
の
あ
る
倉
敷
市
の
人
口
は

四
十
八
万
人
、
高
齢
化
率
は
二
十
六
・
九
％
（
二

〇
一
八
年
四
月
）
で
、
旧
倉
敷
二
十
四
・
一
％
、

水
島
二
十
六
・
０
％
、
児
島
三
十
二
・
四
％
、
玉

島
二
十
九
・
三
％
、
真
備
三
十
三
・
七
％
、
船
穂

三
十
・
三
％
と
既
に
三
十
％
を
超
え
て
い
る
地
区

も
あ
り
ま
す
。 

 

病
診
連
携
で
は
二
〇
〇
二
年
か
ら
開
放
病
床
登

録
医
制
度
（
現
在
：
内
科
八
床
・
小
児
科
一
床
・

泌
尿
器
科
一
床
）
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
二
〇
一

七
年
度
の
利
用
は
二
五
三
件
、
五
十
七
・
一
％
で
、

二
十
四
診
療
所
に
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
共
同
指
導
に
結
び
つ
い
た
の
は
九
十
七
件
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
昨
年
か
ら
利
用
促
進
策
を

打
ち
出
し
て
お
り
、
こ
の
制
度
か
ら
退
院
時
共
同

指
導
へ
つ
な
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

二
〇
〇
六
年
の
大
腿
骨
頚
部
骨
折
地
域
連
携
パ

ス
の
稼
働
か
ら
、
在
宅
緩
和
ケ
ア
パ
ス
（
以
下
、

在
パ
ス
）
を
含
め
疾
患
別
地
域
連
携
パ
ス
が
十
三

種
稼
働
し
て
い
ま
す
。
地
域
連
携
パ
ス
は
多
職
種

で
紹
介
か
ら
逆
紹
介
ま
で
地
域
全
体
で
患
者
を
診

る
フ
ロ
ー
を
最
適
化
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
在
パ

ス
（
二
〇
一
三
年
開
始
）
は
、
毎
月
課
題
共
有
の

た
め
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
受
入
れ
側
が
困

ら
な
い
よ
う
に
退
院
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
前
後
で

必
要
な
情
報
量
や
精
度
、
伝
達
タ
イ
ミ
ン
グ
が
適

切
だ
っ
た
の
か
振
り
返
り
、
改
善
に
繋
げ
ま
し
た
。

昨
年
度
実
績
は
三
十
五
件
で
、
退
院
時
共
同
指
導

は
七
十
八
件
、
そ
の
う
ち
三
十
二
件
が
院
外
か
ら

三
者
に
同
席
い
た
だ
け
ま
し
た
。 

こ
の
実
績
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
素

地
と
し
て
二
〇
一
〇
年
か
ら
在
宅
ケ
ア
を
支
え
る

会
を
年
四
回
開
催
し
、
在
宅
診
療
を
お
こ
な
う
医

師
、
訪
問
看
護
、
保
険
薬
局
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

セ
ラ
ピ
ス
ト
の
延
べ
一
，
二
〇
〇
名
に
参
加
い
た

だ
き
共
に
学
ぶ
場
（
講
演
会
と
実
技
）
を
設
け
ら

れ
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
他
に
も
当
院

で
は
年
間
約
五
〇
の
地
域
連
携
の
勉
強
会
を
開
催

し
、
毎
年
院
外
か
ら
二
，
八
〇
〇
名
の
医
師
を
中

心
に
医
療
従
事
者
が
集
い
、
そ
こ
で
連
携
の
課
題

を
共
有
し
改
善
し
て
ゆ
く
サ
イ
ク
ル
が
定
着
し
て

い
ま
す
。 

 
 

             
           

開放病床登録医総会 山形  専  院長 

病
診
の
と
り
く
み 
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在宅ケアを支える会  呼吸リハビリの実習の様子  
               

こ
の
春
の
診
療
報
酬
改
定
を
機
に
、
入
院
指
示

が
出
た
時
か
ら
入
退
院
支
援
室
の
看
護
師
が
転
・

退
院
を
見
据
え
た
介
入
を
す
る
「
地
域
に
根
差
し

た
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
・
フ
ロ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

の
体
制
を
強
化
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
患
者
自
身

が
か
か
り
つ
け
医
と
急
性
期
病
院
と
ど
う
上
手
に

付
き
合
う
か
を
共
に
考
え
る
「
わ
が
街
健
康
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
」
も
六
年
目
に
入
り
、
違
い
を
理
解

し
か
か
り
つ
け
医
を
み
つ
け
た
と
い
う
報
告
が
あ

り
ま
す
。
患
者
参
加
型
の
地
域
医
療
を
こ
れ
か
ら

も
推
進
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
総
会
並
び
に 

第
二
十
五
回
記
念
学
術
大
会
の
報
告  

み
ん
な
の
心
と
か
ら
だ
・
生
活
を
守
る 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア 

～
多
職
種
の
和
で
進
化
し
よ
う
～ 

平
成
三
十
年
三
月
二
十
一
日
（
水
・
祝
） 

岡
山
県
医
師
会
館 

四
階 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
〇
一
・
四
〇
二
会
議
室 

 

研
究
発
表
ト
ピ
ッ
ク
ス
① 

「
診
療
所
探
検
隊 

～
楽
し
く
診
療
所
を
知
っ
て
も
ら
お
う
～
」 

哲
西
町
診
療
所 

事
務 

河
村
智
子 
 

 
               

 

哲
西
町
診
療
所
は
、
複
合
施
設
〝
き
ら
め
き
広

場
哲
西
〟
内
に
開
所
し
、
保
健
医
療
福
祉
だ
け
で

な
く
、
行
政
・
教
育
・
文
化
・
産
業
と
も
連
携
し

た
地
域
包
括
ケ
ア
を
推
進
中
で
す
。
研
修
医
や
医

学
生
等
多
く
の
研
修
を
受
け
入
れ
、
ま
た
、
地
域

住
民
、
各
種
団
体
や
小
中
高
生
に
も
健
康
講
座
や

職
場
体
験
、
学
校
授
業
等
を
通
し
、
色
々
な
世
代

に
対
し
様
々
な
形
で
教
育
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
住
民
主
体
で
行
わ
れ
る
〝
健

康
福
祉
ま
つ
り
〟
に
あ
わ
せ
て
「
診
療
所
探
検
隊
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。 
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主
に
小
学
生
を
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
平

成
二
十
九
年
度
は
高
齢
者
も
対
象
と
し
ま
し
た
。

ま
つ
り
と
言
え
ば
楽
し
む
も
の
と
い
う
こ
と
で
、

参
加
者
だ
け
で
な
く
ス
タ
ッ
フ
自
身
も
一
緒
に
楽

し
み
な
が
ら
、
診
療
所
の
機
能
や
医
療
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
い
ま
す
。 

 

診
療
所
内
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
室
、
Ｃ
Ｔ
室
、
カ
メ

ラ
室
、
薬
局
、
歯
科
を
め
ぐ
り
ま
す
。
レ
ン
ト
ゲ

ン
室
で
は
鯛
を
撮
影
し
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
書
い

て
も
ら
う
。
Ｃ
Ｔ
で
は
お
も
ち
ゃ
等
を
撮
影
す
る

と
ど
の
よ
う
に
写
る
か
の
ク
イ
ズ
。
内
視
鏡
で
は

壷
の
中
を
覗
い
た
り
、
段
ボ
ー
ル
で
作
っ
た
お
友

達
〝
哲
西
診
太
郎
君
〟
の
胃
の
中
か
ら
誤
っ
て
飲

み
込
ん
だ
異
物
を
内
視
鏡
と
鉗
子
を
用
い
て
取
り

出
す
。
薬
の
分
包
機
で
は
自
分
で
調
剤
し
、
自
分

の
名
前
入
り
の
ラ
ム
ネ
の
袋
が
出
て
く
る
と
こ
ろ

を
み
て
も
ら
う
。
聴
診
器
を
使
っ
て
の
音
あ
て
ク

イ
ズ
等
、
医
療
機
器
に
気
軽
に
触
れ
て
も
ら
い
楽

し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
実
際
に
病

変
の
あ
る
レ
ン
ト
ゲ
ン
、
Ｃ
Ｔ
の
フ
ィ
ル
ム
を
見

て
も
ら
い
病
気
に
つ
い
て
も
知
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
高
齢
者
を
対
象
に
は
簡
単
な
認
知
症
テ

ス
ト
等
も
行
い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
す
ご
い
機
械
が
あ
っ
た
」 

「
大
変
楽
し
か
っ
た
」
と
好
評
を
得
て
い
る
と
共

に
診
療
所
の
機
能
や
医
療
の
内
容
に
対
し
理
解
を

深
め
て
も
ら
え
ま
し
た
。
医
療
事
務
員
も
医
療
機

器
に
対
す
る
知
識
が
深
ま
り
、
検
査
に
つ
い
て
今

ま
で
以
上
に
踏
み
込
ん
だ
説
明
が
で
き
る
等
、
幅

広
く
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
ス
タ
ッ
フ
も
参
加
者
が
驚
い
た
り
喜
ん
だ
り

し
て
い
る
姿
を
目
に
す
る
事
で
、
改
め
て
診
療
所

業
務
へ
の
や
り
が
い
を
感
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 
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診
療
所
探
険
隊
を
通
し
て
健
康
の
大
切
さ
を
伝

え
、
子
供
達
だ
け
で
な
く
若
い
親
の
世
代
や
高
齢

者
等
を
含
め
住
民
全
体
に
診
療
所
や
医
療
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
、
更
に
以
前
無
医
町
に
な

っ
た
苦
い
経
験
か
ら
永
続
的
に
哲
西
の
医
療
が
守

ら
れ
る
よ
う
に
、
診
療
所
探
検
隊
に
参
加
し
て
く

れ
た
子
供
達
が
医
療
職
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け

に
な
り
、
い
ず
れ
何
十
年
後
か
に
地
元
に
戻
り
医

療
を
支
え
て
く
れ
た
ら
と
い
う
願
い
も
こ
め
て
一

緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

 

                  

 

研
究
発
表
ト
ピ
ッ
ク
ス
② 

「
認
知
症
予
防
の
た
め
の
聴
力
リ
ハ
ビ
リ 

『
聴
・
脳
・
力
』
リ
ハ
」 

に
い
つ
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 

 
 

 
 

妹
尾
早
織
・
川
上
佳
寿
美 

 
 

 
 

 
 

新
津
純
子
・
新
津
賴
一 

 

超
高
齢
社
会
に
突
入
し
た
現
在
、
老
人
性
難
聴

の
対
策
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。
高

齢
の
難
聴
者
に
お
い
て
、
聞
こ
え
に
く
さ
か
ら
確

実
な
情
報
が
得
ら
れ
な
い
、
会
話
が
楽
し
め
な
い
、

人
の
集
ま
る
場
所
に
行
け
な
い
と
い
っ
た
訴
え
が

多
く
聞
か
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
補
聴
器
装
用
の

対
象
と
な
っ
て
き
ま
す
が
、
「
補
聴
器
は
や
か
ま

し
い
ば
か
り
で
役
に
立
た
な
い
」
と
補
聴
器
装
用

に
抵
抗
を
感
じ
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

実
は
音
を
聞
く
の
は
耳
で
は
な
く
脳
で
す
。
難

聴
の
脳
に
補
聴
器
で
音
を
入
れ
て
す
ぐ
脳
が
反
応

で
き
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
補
聴
器
の
調
整
と
同

時
に
実
際
の
生
活
の
中
で
補
聴
器
を
使
い
な
が
ら

「
難
聴
の
脳
」
を
「
聞
き
取
り
に
十
分
な
音
量
で

も
聞
き
続
け
ら
れ
る
脳
」
に
変
化
さ
せ
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
必
要
で
す
。
こ
れ
が
聴
力
リ
ハ
ビ
リ
の

考
え
方
の
基
本
で
す
。 

 

私
た
ち
は
こ
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
聴
力
リ
ハ

ビ
リ
と
同
時
に
認
知
症
予
防
の
リ
ハ
ビ
リ
を
組
み

合
わ
せ
て
グ
ル
ー
プ
で
行
う
リ
ハ
ビ
リ
を
「
聴
・

脳
・
力
リ
ハ
」
と
称
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】 

補
聴
器
装
用
か
ら
三
か
月
以
上
経
っ
て
も
、
満

足
度
が
低
い
、
明
瞭
度
が
上
が
ら
な
い
、
装
用
し

て
も
人
と
会
話
を
す
る
機
会
が
少
な
い
方 

 

【
目
的
】 

１ 

補
聴
器
の
装
用
、
聞
こ
え
に
慣
れ
る 

２ 

補
聴
器
の
効
果
を
実
感
で
き
る 

３ 

補
聴
器
を
使
え
ば
完
全
に
聞
こ
え
る
よ
う
に

な
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
し
、
よ
り

円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
た
め

の
手
段
を
身
に
付
け
る 

４ 

複
数
人
で
の
会
話
の
練
習 

５ 

認
知
機
能
の
改
善 

 

【
実
施
方
法
】 

月
に
一
回
一
時
間
。
Ｓ
Ｔ
、
Ｏ
Ｔ
が
担
当
。 

主
に
聴
覚
刺
激
に
よ
る
認
知
、
記
憶
、
注
意
課

題
を
実
施
。 

事
前
検
査
と
し
て
、
音
場
語
音
明
瞭
度
検
査
・

新
日
本
版
ト
ー
ク
ン
テ
ス
ト
を
行
う
。 

 

【
実
際
の
課
題
例
】 

① 

ク
イ
ズ 

 
 
 

目
的
：
相
手
に
伝
え
る
た
め
の
工
夫
を
す 

る
・
類
推
し
な
が
ら
聴
き
取
る 
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方
法
：
一
名
が
提
示
さ
れ
た
絵
カ
ー
ド
に
関 

す
る
ヒ
ン
ト
を
出
し
、
他
の
参
加
者 

は
そ
の
ヒ
ン
ト
を
聴
き
取
り
、
答
え 

る 

 
 

 

 

② 

音
楽
療
法 

 

目
的
：
曲
を
聴
き
取
る
・
楽
器
に
合
わ
せ 

て
歌
う
・
音
楽
に
触
れ
て
楽
し
む 

方
法
：
Ｏ
Ｔ
が
大
正
琴
を
弾
き
、
参
加
者 

は
そ
の
曲
名
を
当
て
る
・
楽
器
に 

合
わ
せ
て
歌
う 

  

③ 

フ
リ
ー
ト
ー
ク 

 

 
 

目
的
：
複
数
人
で
の
会
話
の
聴
き
取
り
の
練 

習
・
参
加
者
同
士
の
仲
を
深
め
る 

方
法
：
参
加
者
同
士
が
自
由
に
会
話
す
る 

 

 

 

【
評
価
】 

三
か
月
後
、
事
前
検
査
で
行
っ
た
音
場
語
音
明

瞭
度
検
査
・
新
日
本
版
ト
ー
ク
ン
テ
ス
ト
を
再
度 

行
い
効
果
を
み
ま
す
。
認
知
機
能
の
低
下
が
疑
わ

れ
る
方
に
は
長
谷
川
ス
ケ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。 

さ
ら
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
判
断
し
た
場

合
は
介
護
保
険
の
検
討
を
家
族
に
促
し
、
そ
の
サ

ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

「
聴
・
脳
・
力
リ
ハ
」
の
取
り
組
み
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
、
内
容
や
評
価
方
法
な
ど
改
善
点
は

多
々
あ
り
ま
す
が
、
「
聴
・
脳
・
力
リ
ハ
」
を
通

し
て
、
参
加
者
の
方
の
社
会
参
加
促
進
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ

の
向
上
、
そ
し
て
認
知
症
予
防
と
い
っ
た
役
割
を

果
た
す
べ
く
検
討
を
重
ね
、
よ
り
充
実
し
た
内
容

を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

   

◆
研
修
会
延
期
の
お
知
ら
せ 

◎
平
成
三
十
年
七
月
十
六
日
（
月
・
祝
） 

岡
山
県
医
師
会
館
四
階 

四
〇
一
会
議
室 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
講
座 

 
 

「
東
日
本
大
震
災
―
福
島
県
の
復
興
―
」 

 

右
記
研
修
会
に
つ
き
ま
し
て
、
今
回
の
西
日
本

豪
雨
の
た
め
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
た
皆
様
に
は
、
急
な
変

更
と
な
り
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
。 

 

災
害
か
ら
の
復
興
を
テ
ー
マ
と
し
た
こ
の
研
修

会
は
、
岡
山
で
の
今
後
に
繋
げ
て
い
く
た
め
に
も

来
年
二
月
に
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
詳
細
が

決
ま
り
ま
し
た
ら
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
多

数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

今
回
の
災
害
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
つ
き
ま
し

て
は
、
少
し
で
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
し

て
お
り
ま
す
。 
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◆
学
術
大
会
の
ご
案
内 

 

◎
平
成
三
十
年
九
月
三
十
日
（
日
） 

九
時
半
～
十
七
時 

岡
山
県
医
師
会
館
・
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー 

第
三
回
岡
山
県
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
学
会 

学
術
大
会 

わ
が
事
、
ま
る
事
、
み
ん
な
で
住
み
良
い
街
づ
く
り 

 

～
オ
ー
ル
岡
山
で
良
質
な
支
援
の
輪
を
～ 

【
基
調
講
演
】 

一
、｢

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る 

               

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割｣

 
 

    

日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
施
設
協
会
／ 

全
国
デ
イ
・
ケ
ア
協
会 

会
長 

斉
藤
正
身 

氏 

二
、｢

地
域
包
括
ケ
ア
と
ま
ち
づ
く
り｣ 

 
 

岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科 

 
 

教
授 

浜
田 

淳 

氏 

三
、｢

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る 

円
城
安
心
ネ
ッ
ト
の
取
り
組
み｣ 

 
  

医
療
法
人
塚
本
内
科
医
院 

 院
長 

塚
本
眞
言 

氏 

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】 

｢

地
域
の
中
で
多
職
種
と
関
わ
る 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る｣ 

  

  

◆
入
会
の
ご
案
内 

★
申
込
書
は
、
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
-
c
a
r
e
-
o
k
a
y
a
m
a
.
c
o
m
/ 

             

  

編
集
後
記 

 
 

今
回
編
集
委
員
二
名
は
、
三
十
五
度
を
超
え
る

猛
暑
の
中
、
倉
敷
保
健
所
か
ら
の
真
備
町
全
戸
訪

問
調
査
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。 

「
大
変
ね
」
と
ね
ぎ
ら
っ
て
く
だ
さ
っ
た
被
災

者
の
皆
様
の
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
念
し
、
災
害

が
人
災
に
つ
な
が
ら
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
が

進
む
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

  

編
集
委
員 

 

佐
藤 

涼
介 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

菅
﨑 

仁
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

丸
田 

康
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藤
井 

真
理
子 

           
 

 
 

編
集
・
発
行 

 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会 

事
務
局 
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